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これまでの『年金加入履歴』です
お示ししている『年金加入履歴』に「もれ」や「誤り」がないかご確認ください

（裏面の解説もご覧ください）

【 備 考 欄 】

※ このお知らせの見方は、リーフレットの４～５ページをご覧ください。

（　 ） （　 ）

お示ししている年金加入履歴には、共済組合員記録に関する加入履歴は含んでおりません。
※ 現在、社会保険庁と共済組合等との情報交換により記録の確認を行っているところです。



②「加入制度」について

⑥「加入月数」について

④「資格を取得した年月日」⑤「資格を失った年月日」について

③「お勤め先の名称等」について

⑦「国民年金」について

３／４免除、半額免除及び１／４免除を承認された場合は、免除により減額された保険料を納付している場合に
その納付済月数が計上されます。
学特等（学生納付特例、若年者納付猶予）を追納しなかった期間については、資格期間には算入されますが、年

金額には反映されません。
※ 納付期限内に保険料を納めた場合であっても（口座振替も同様）、金融機関等から納付に関する情報が提供さ
れるまで一定の時間を要するため、作成日時点では「未納」に計上されている場合があります。

⑩「年金加入期間合計」について

⑧「厚生年金保険」⑨「船員保険」について

「加入月数」は、実際の加入月数の合計を表示しています。「加入期間」は、⑧では坑内員、⑨では船員として加
入した期間の加入月数を、昭和６１年３月までは３分の４倍し、昭和６１年４月から平成３年３月までは５分の６倍して
表示します。（※坑内員又は船員として加入した月がない方は、「加入月数」と「加入期間」は同じ月数になります。）
厚生年金保険の加入年齢は、平成１４年４月より６５歳から７０歳に引き上げられています。

　　「厚生年金保険」欄のカッコ内には、厚生年金保険に加入していた期間のうち、

日本国内に住んでいる２０歳以上６０歳未満の自営業者、農業・漁業者、学生及び無職の方と
その配偶者（厚生年金保険や共済組合等に加入しておらず、第３号被保険者でない方）の方

厚生年金保険や共済組合等に加入している会社員や公務員の方
ただし、６５歳以上で老齢基礎年金等を受ける権利を有している方は除きます。

第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、原則として年収が１３０万円未満の２０歳以上
６０歳未満の方

〔加入種別について〕

種 別 該 当 者

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

⑩欄は年金加入期間のうち、未納期間を除いた期間を表示しています。


